
 

 

 

 

    

 
 

労働運動のために必要な調査研究を、わたしたちと共に進めませんか 
公益社団法人国際経済労働研究所は、自立的な運動の推進のために、労働組合が結集し設立した関西労働調査会議

（1948 年発足）を前身とし、戦後 70 年にわたりわが国の労働調査運動を担ってきた、公益の調査研究機関です。 

会員制度は、「自立的な労働運動のために必要な調査研究を自らの手で行う」という労働調査運動の趣旨に賛同した

労働組合、企業、自治体、個人の皆さまに、研究所の運営に参画し、ご支援いただくための制度です。 

これまでも多くの皆さまに支えられ、国内外の労働・経済・社会に関する調査研究の実践や、公共政策の形成、労

働運動をはじめとした社会的運動の発展に寄与することを目指し、研究所の活動は成り立ってきました。今後も設立

趣旨とこれまで研究所が果たしてきた役割に立ち返り、「会員の手による調査研究、会員が担う研究所」をあるべき

姿としながら会員の皆さまとのコミュニケーションを深め、日々の活動に取り組んで参ります。皆さまの会員制度へ

のご理解とご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

産別・業界等の枠組みを超え、労働界・学界・産業界を結ぶ幅広い活動に参加できます 
 

正会員は、研究所とともに労働調査運動を担い、研究所の運営にメンバーとして参画する資格をもちます。研究所

を通じて、必要とする調査研究に参加するとともに、研究所の意義や役割を理解しその運営にも関わっていただくこ

とができます。 

 

１．研究所の運営への参画   ～労働運動の現状や課題について共に考え、議論する～ 

研究所の正会員として総会（毎年６月に開催）に出席し、研究所の活動・運営について議決権を行使していただき

ます。また、研究所が主催する研究プロジェクトや研究ワークショップ、および共催・後援するセミナーの企画・運

営、研究所の各部門と連携した委員会への参画など、研究所の活動を広げるうえで重要な活動運営にも携わっていた

だけます。 

 

２．事業への参画   ～運動に必要な調査研究に携わり、労働運動の進め方を主体的に学び、交流する～ 

正会員として日常的に支えていただいていることから、研究所の共同調査により積極的に参画できるよう、開発・

設計に携わっていただけるほか、参加費を 10％減額致します。また幅広い業界の方々と学び合い交流する場である

各種セミナー、研究プロジェクトやワークショップ、総会時の交流会についても正会員特別価格でご参加いただけま

す。 

 

３．機関誌の購読   ～最新の労働調査研究の情報を定期的にお手元へ～ 
 会費１口につき機関誌「Int'lecowk－国際経済労働研究」（イントレコウク、年間 10 回発行）を無料で１冊送付致

します。 

 

４．定期大会議案書の分析への参画   ～運動の潮流や課題が解り、今後の対策に役立つ～ 
 毎年 10 月に会員組織の定期大会議案書を収集しています。分析の結果は、機関誌や WEB に掲載します（組織を特

定するような記載の仕方は致しません）。 
 

 

 

 年会費：１口 10 万円（原則２口以上）   

※初年度のみ入会金（５万円）を申し受けます。 （消費税はかかりません） 

趣旨に賛同された他の会員の皆さまと共に、調査運動というアプローチで労働運動の一翼を担っていただきたいと

思っています。労働組合、ひいては日本全体が抱える課題を一つひとつ解決していく運動に、共に取り組んで参りま

しょう。 
 

 

    公益社団法人 国際経済労働研究所 

〒540-0031 大阪市中央区北浜東 3-14 大阪府立労働センター4Ｆ          

TEL：06-6943-9490 ／ FAX：06-6943-9540  URL：https://www.iewri.or.jp 
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